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号外    第24回 

通常総代会 

報告 

＜議案の採決結果＞  

圧倒的多数の賛成で全議案を可決                                   

●第１号議案  「2013年度活動のまとめと決算承認の件」 

●第２号議案  「 2014年度活動方針及び 

                   事業計画･予算決定の件」 

●第３号議案  「役員（理事19名・監事４名）選任の件」 

●第４号議案  「役員報酬決定の件」 

●第５号議案  「役員退職慰労金支給の件」 

●第６号議案  「監事監査規約の改定の件」 

●第７号議案  「組合員の除名の件」 

●第８号議案  「議案決議効力発生の件」 

     
  

 

 

議案 賛成 反対 保留 棄権 

第１号 ２１8 （過半数以上） 0 0 2 

第２号 ２１８ （過半数以上） 0 0 2 

第３号 ２１７ （過半数以上） 1 0 2 

第４号 ２１4 （過半数以上） 1 0 5 

第５号 ２１4 （３分の２以上） 2 0 4 

第６号 ２１8 （過半数以上） 0 0 2 

第７号 ２１８ （３分の２以上） 1 0 1 

第8号 ２１6 （過半数以上） 1 0 3 

（総代総数239名）出席者総数 2２５名 
(内訳）  総代    101名  委任 10名 書面議決  114名 

コープさが生協の第２４回通常総代会を開催しました。 

全議案が圧倒的多数の賛成で可決されました。(6/24) 

 コープさが生協の第２４回通常総代会を、６月２４日（火）佐賀市のアバンセホールで開催しました。 

総代総数２３９名中、本人参加１０１名、代理参加１０名、書面出席１１４名の２２５名の参加でした。 

 昨年度の活動報告と決算、２０１４年度の活動方針・事業計画を決定しました。 また、役員改選で、
理事１９名、監事４名が選任されました。 その他にも、今年度の総代会では、監事監査規約の改
定、定款第１２条に基づく組合員の除名の議案も可決されました。 

 また、総代会特別決議として「平和憲法を否定する集団的自衛権と、消費税の更なる引き上げに
反対し、原発にたよらない未来に向けて、くらしといのちと人権を守る運動をひろげましょう。」を参
加者の総意で採決しました。 午後の部では、ユニセフ募金の贈呈式、震災支援活動報告、商品紹
介などを行ない全行事を終了しました。 

※総代会の議案書・決算書・議事録は各支所や店舗に備えています。希望する方は、どなたでも閲覧することができます。         
発行/コープさが生活協同組合 編集/組織企画グループ （ この報告集に関するお問合わせは、０１２０（３１）７３３９ｺｰﾌﾟﾍﾞﾙ）  

※採決時の出席数は、総代96、代理10、書面114の合計220名でした。 



●通常総代会に先立って、6/9～6/16にエリア総代会が開かれました。 
   エリア総代会で出された意見や質問の主な内容と特徴 

●今年のエリア総代会は、全体で８６名の総代、２７名の組合員が参加し、１０２項目の意見・質問が
出されました。出された意見は、多い順に ①新栄店について ②組合員活動・組織改革について ③
無店舗事業の利用の仕組みについて ④商品やカタログについて ⑤役職員について となっています。
他にも、弁当宅配事業や消費税への対応などの意見も出されました。 

●エリア総代会で出された主な意見・質問への見解 
①新栄店の経営状況は・・・ 

①供給高は7.5億円 日平均供給高209万円（平
日188万円土日238万円） 

②供給剰余はGPRが全体で予算レベルだが水
産・畜産が予算未達成で課題残す 

③ 夕方の品揃え数と廃棄ロスの変化が大きい 

④人件費は投下労働の管理レベル上がるが 
生産性視点での適正な投下には課題 

⑤物件費では広報費と消耗品費 単価が上 
がった電気料の水道光熱費が予算上回る 

⑥2月度単月では予算の沿った執行に。 

②全体の経営状況は・・・ 

①無店舗事業は第４四半期伸長し前年103%伸長
し予算達成し全体予算達成要因に 
 
②店舗事業は大町・高砂店の供給が1億円を上
回り予算比95.8％。供給剰余は予算比96.7％。た

だし、人件費・物件費が予算超過し、経常剰余は
予算より-1,500万円のマイナスに 
 
③総務部の経費は予算より1,794万円の増加 

④全体では店舗事業の経常剰余の赤字が予算を 
上回るが税引前で5,308万円の黒字を確保 

⑤役員退職慰労金引当不足の積立、電話加入権 
の減損の誤謬の訂正による修正と法人税の増加
で640万円の黒字となる。累積欠損は6,139万円に 
 

③事業運営への意見・・・ 

●年二回の利用謝恩キャンペーンの商品はコープ商
品の方が良いのでは？ 
Ａ．コープ商品を配布したこともありましたが、こ
こ数年は、福祉作業所への支援の位置づけで行って
います。組合員や作業所の皆さんから感謝の声を頂
いています。 

●新栄店の「組合員謝恩抽選会」にはどれくらいの金
額がかかっているのか？ 
Ａ．予算は１回の抽選会で20万円で計上しています。
来店者数増加には効果があると判断しています。 

④組合員組織運営への意見・・・ 

●今年度以降総代交代が何で９月になる？ 
Ａ．総代選出後すぐに総代会を迎えることとなり、議案内容
を理解していただくには期間が短く、今期以降総代選挙は9月
に実施し、「総代懇談会」を開催し理解を深めて頂く期間に
したいと考えています。 

●組合員活動への参加の意見・・・ 
・実家の母の高齢化のこともありコープに入った。コープの
仲間とちょっとお話しできることが良かったと思う。 
・若い人からいろいろ学ぶ事があって良かったと思う。 
・これまでの本部専門委員会活動がエリアでの開催となりエ
リア独自活動が組めなくなった。 

鳥栖・基山エリア総代会のようす 



●通常総代会の議案の要旨 

●総代会の議案審議の経過 

第１号議案 ２０１３年度のまとめと決算承認の件 第３号議案 役員（理事１９名・監事４名）選任の件 

第４号議案 役員報酬決定の件 

第５号議案 役員退職慰労金支給の件 

第６号議案 監事監査規約の改定の件 

第７号議案 組合員の除名の件 

第８号議案 議案決議効力発生の件 

●2013年度欠損金処理案 
  前期繰越剰余金  ▲６，７７９万円 
  当期経常剰余    ５，３０８万円 
  法人税等      ２，４４３万円 
    当期剰余金     ２，７７５万円 
  過去の誤謬の訂正 ▲２，１３６万円 
  当期未処理損失金 ▲６，１３９万円
※ 累積欠損金の減少は６４０万円でした。 
 

第２号議案 ２０１４年度活動方針  
       及び事業計画・予算決定の件 

●２０１４年度に取組む５つの重点課題 

１．消費税増税によって厳しくなる組合員の生活を   
  支える事業を推進する。 
 
２．組合員の生活をより支える事業への改善を継 
  続し、無店舗事業の101％伸長を維持する。 
 
３．新栄店年間供給高８．５億円を達成し当初計画 
  に近づけるスピードを速める。 
 
４．暮らしと家計、平和と民主主義を守り、地域貢 
  献する活動を、組合員組織改革の方針に基づ  
  いて推進する。 
 
５．役員改選にあたって、将来の後継者育成も視 
  野に入れながら新しい事業執行体制を確立す 
  る。 

●今総代会で理事１９名、監事４名が選任されました。 
＜全体区理事 １１名＞ 

干潟 由美子、桑原 廣子、坂本 英子、直塚 美保 

田中 あけみ、徳丸 美紀、西尾 絹代、樫澤 秀木 

力久 尚子、喜多 裕彦、福井 健一 

＜地域区分理事８名＞ 

牛島 八重美（鳥栖・基山）、古賀 千秋（神埼） 
漆原 由紀子（佐賀北）、藤戸 和美（佐賀南） 
松本 美和子（中部）、福田 利恵（杵藤） 
中尾 涼子（伊万里・有田）、田畠 由佳里（唐津・東松浦） 

＜監事４名＞ 

坂本 俊一郎、山下 壽文、今泉 照代、古川 智恵美 

●定款・規約に基づいて役員（理事、監事）の年間報酬  
 を決定しました。 

●今期退任する役員に、規定に基づいて支給する退 
 職慰労金、功労金の支給総額の範囲を決定しました。 

●生協法改正後の日生協の監事監査基準モデルの改 
 正に合わせ、コープさがの「監事監査規約」を改定す 
 る事を決定しました。 

●商品代金が２年以上未納になっている組合員を定款 
 の規程に基づいて除名しました。 

●各議案の本旨に反しない範囲での、字句の修正を理
事会に一任する内容です。 

出された意見、質問の概要 

①脱原発の取組みに伴って、生協もソーラーパネルの設置など実行するのでしょうか。 
②今回、書面議決が多いように感じる。総代懇談会などを通じてもっと出席をお願いしてはどうか。 
③監事監査規約で新設された、組合不祥事発生時の対応の条文はどういう意味か。 
④生協として東北３県の商品の取り扱いをやって欲しい。 
⑤もし玄海原発の事故があれば、唐津、佐賀の被害は甚大。再稼働は絶対にしないでほしい。今後も生協で 
 全国と協力しながら反対運動を行ってもらいたい。 
⑥平和と憲法を守る運動をどのようにすすめるのか、具体的な計画を教えて欲しい。。 
⑦生協として子どもたちの将来のためにも文化活動の大事さを伝えて欲しい。。 
⑧配達曜日や時間の変更は４月初めなど、期の初めにして欲しい。お知らせも早めにして欲しい。 
⑨白髪染めのチラシが個人名で案内されていた。他にも個人宛のチラシがあるが、そこまでしなくてもよいの 
 では。 
⑩カタログ冊子の留め金は、リサイクルする上では邪魔と思い外している。スクロールのカタログの留め金は 
 無くせないか。 

出された意見、質問に対して、喜多専務理事、福井事業部長、坂本監事より回答、補足説明、村田理事長より審議のま
とめを行い、審議を終了。採決を行い、全議案が圧倒的多数の賛成で可決され、原案の通り決定しました。 



●その他通常総代会で行われた行事、お知らせなど 

○来賓の紹介 

○新年度役員体制のお知らせ 

次年度の総代選挙は９月に行われます。 ラブコープキャンペーン 2014～2015年度 

今回の総代会で退任する役員の皆さん 

今年度の通常総代会の来賓として、佐賀県農業協同
組合中央会から、農政対策部 部長 永石浩視様が
来臨され、同専務理事 末次様からの祝辞のご紹介
とご挨拶を頂きました。 

また、今回の総代会にも
佐賀県の古川 康知事
から祝電をいただき、会
場で紹介しました。 

佐賀県農業協同組合中央会 永石 部長 

○ユニセフ贈呈式 

毎年、総代会でユニセフ贈呈式を行っています。昨
年１年間に組合員から寄せられた、①ネパール指定
募金278,297円、フィリピン台風緊急募金980,441円、 
一般募金34,000円が佐賀県ユニセフ協会の太田記
代子常務理事に贈呈されました。 
 

○震災支援活動の報告 

昨年11月、佐賀県ユニセフ協会と共催で「福島の子
ども保養プロジェクトｉｎさが」を開催しました。福島の
小学生8人を佐賀へ招待し、富士町や鹿島市で農業
体験などを行いました。 

また、コープさがのボラン
ティアグループ「みやぎ支
援サガンねっと」の皆さん
を中心に宮城の被災地仮
設住宅への支援、交流を
続けています。 

2014年～2015年、全国の生協で「ラブコープキャンペー
ン」に取組み、食べて、学んで、「コープ商品っていい
ね！」を広げていきます。コープさがでも、各エリアのイ
ベントや交流会などの場でコープ商品の試食、学習を
すすめていきます。皆さんのエリアで開催される際は、
ぜひご参加くださいね。 

キャンペーンキャラクターの「ラブコ」です。 

総代会では、徳丸理事と楠田職員から紹介しました。 

昨年の通常総代会で、総代選挙の開催時期を9月に変
更する規約の変更を決定しました。今回の総代会は、
2013年に選ばれた総代さんが、今年９月の総代選挙ま
での任期延長中の開催でした。現総代の皆様、たいへ
んご苦労様でした。 
 
次回の総代選挙は、９月初旬に公示され、９月中に確定
する予定です。総代確定後は、「総代懇談会」や「総代
通信」などで、生協運営のしくみや事業、運動の状況を
お伝えしながら、理解を深めた上で来年６月の通常総代
会を迎えるようにしていきます。 
 
ぜひ次回の総代への立候補も 
よろしくお願いいたします。 

村田 啓一さん（理事長）    ６期   福田 幸子さん（理事）    ５期 

岡本 悦子さん（常任理事） ８期    近藤 弘樹さん（理事）   ４期 

木下 美幸さん（常任理事）  ５期     横山 真由美さん（理事） ４期 

池上 美保子さん（理事）     ５期    竹野 香代子さん（監事） ５期 

                           永い間ごくろうさまでした。 

総代会終了後の臨時理事会で、会長、理事長（代表理事）、
専務理事（代表理事）、常任理事を互選しました。 

 

会長            干潟 由美子 
理事長（代表理事）   喜多 裕彦 
専務理事（代表理事）  福井 健一 
常任理事          桑原 廣子、坂本 英子、直塚 美保 
 

干潟会長          喜多理事長           福井専務理事 


